
- 1 -

最
高
裁
の
上
告
棄
却
に

よ
り
、
住
民
訴
訟
の
結
着

が
つ
き
、
当
会
の
全
面
勝

利
が
確
定
し
ま
し
た
。

確
定
し
た
和
地
裁
判
決

は
、
当
会
が
求
め
た
石
泉

閣
事
業
が
廃
止
さ
れ
る
ま

で
の
賃
借
料
、
工
事
請
負

費
な
ど
費
用
す
べ
て
が
和

歌
山
市
の
損
害
と
認
め
、

旅
田
元
市
長
に
対
し
、
和

歌
山
市
に
賠
償
支
払
い
す

る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。

旅
田
元
市
長
の
責
任
に

和
地
裁
判
決
は
、

つ
い
て

旅
田
元
市
長
が
、
石
泉
閣

事
業
に
つ
い
て
、
市
の
政

策
遂
行
に
名
を
借
り
て
、

専
ら
個
人
的
な
情
誼
（
愛

人
）
関
係
に
あ
る
石
泉
閣

の
若
お
か
み
ら
の
利
益
を

図
る
目
的
で
、
石
泉
閣
の

利
用
方
法
や
賃
料
の
相
当

性
な
ど
の
当
然
予
想
さ
れ

る
問
題
に
つ
い
て
具
体
的

な
検
討
を
行
わ
ず
に
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
方
式
に
よ
り
強

引
に
押
し
進
め
た
も
の
と

認
定
。
そ
し
て
、
若
お
か

み
の
利
益
を
図
る
目
的
を

も
っ
て
行
っ
た
こ
と
は
、

市
長
の
立
場
を
利
用
し
て

公
私
を
混
同
、
裁
量
権
を

濫
用
し
た
と
し
て
、
損
害

賠
償
責
任
を
認
め
ま
し

た
。履

行
責
任
を
負
う
旅
田

元
市
長
の
判
決
金
は
、
３

月

日
現
在
、
元
金
２
億

12
５
４
５
４
万
０
１
４
６
円

と
、
遅
延
損
害
金
５
２
７

２
万
７
５
９
０
円
の
計
３

億
０
７
２
６
万
７
７
３
６

円
に
な
り
ま
す
。
一
日
も

早
い
支
払
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

な
お
、
当
会
が
住
民
訴

訟
提
起
後
の

年
に
、
旅

03

田
元
市
長
は
、
石
泉
閣
事

業
に
か
ら
ん
で
背
任
の
罪

で
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
、
05

年

月

日
和
地
裁
が
懲

11

18

役
４
年
の
有
罪
判
決
を
言

い
渡
し
ま
し
た
。
旅
田
元

市
長
は
、
こ
の
判
決
を
不

服
と
し
て
控
訴
し
、
現
在

大
阪
高
裁
で
刑
事
裁
判
の

審
理
が
継
続
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
理
由
に
支
払

を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん

。
。
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当
会
が

年

月
に
裁
判
に
訴
え
追
及
し
て
き
た
旅
田
卓
宗
元
和
歌
山

01

10

市
長
に
対
す
る
石
泉
閣
事
業
費
損
害
賠
償
請
求
住
民
訴
訟
は
、
３
月
２
日
、

最
高
裁
が
、
旅
田
元
市
長
の
上
告
を
「
棄
却
」
し
た
こ
と
に
よ
り
裁
判
が
結
着
。

結
着
内
容
は
、
大
阪
高
裁
も
支
持
し
た
和
歌
山
地
裁
の
判
決
が
確
定
。
同
判

決
は
、
旅
田
元
市
長
に
約
２
億
５
４
０
０
万
円
の
賠
償
支
払
い
と
遅
延
損
害
金

の
支
払
い
を
命
じ
て
お
り
、
３
月

日
現
在
で
そ
の
額
は
計
約
３
億
円
に
及
び

12

ま
す
。
市
民
の
血
税
へ
の
賠
償
金
、
一
日
も
早
い
支
払
い
が
必
要
で
す
。

旅
田
元
市
長
は

一
日
も
早
い
支
払
を
！
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木
村
前
知
事
に
「
井
山
被

告
人
か
ら
１
０
０
０
万
円

を
い
た

だ
き
ま
し
た
の

で

」
な
ど
と
報
告
。

。木
村
前
知
事
は
、

「

、

。
」

あ

そ
う
か

と
返
事

木
村
前
知
事
は

「
あ
、

、

そ
う
か

」
な
ど
と
返
事
を

。

し
た
。井

山
被
告
人
に
電

話
で
「
気
を
つ
こ

て
く
れ
た
ん
。
す

ま
ん
な

」
な
ど

。

と
礼
を
い
う

木
村
前
知
事
は
、
そ
の

翌
日
こ
ろ
に
、
井
山
被
告

人
と
電
話
で
「
気
を
つ
こ

て
く
れ
た
ん
。
す
ま
ん
な

」
。

な
ど
と
礼
を
述
べ
た
、
と

い
う
の
で
す
。

残
金
５
０
０
万

円
木
村
前
知
事
の

私
費
と
し
て
、
秘

書
課
長
に
引
き
継

ぐ
小
佐
田
前
副
知
事
は
、

地
方
新
聞
の
対
策
費
な
ど

に
使
っ
た
残
金
５
０
０
万

円
を
木
村
前
知
事
の
私
費

と
し
て
、
秘
書
課
長
に
引

き
継
い
だ
。

そ
の
金
は
、
木
村

前
知
事
の
生
活
費

や
公
費
で
賄
う
こ

と
が
で
き
な
い
交

際
費
な
ど
に
使
途

そ
の
金
は
、
木
村
前
知

、

事
の
毎
月
の
知
事
公
舎
代

水
道
光
熱
費
な
ど
の
生
活

費
や
、
家
族
旅
行
代
金
、

マ
イ
カ
ー
の
車
検
代
や
保

険
代
、
公
費
で
賄
う
こ
と

が
で
き
な
い
旅
費
、
交
際

費
な
ど
の
支
払
い
に
使
途

し
た
と
い
う
の
で
す
。

懲
戒
事
由

信
用
失
墜
行
為
と

全
体
の
奉
仕
者
た

る
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
非
行
の
あ
っ

た
場
合
に
該
当

こ
れ
ら
に
関
連
す
る
懲

戒
処
分
の
事
由
と
し
て
地

公
法
が
規
定
す
る
「
職
員

は
、
そ
の
職
の
信
用
を
傷

つ
け
、
又
は
職
員
の
職
全

体
の
不
名
誉
と
な
る
よ
う

な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い

（

条
）
と

「
全
体

」

、

33

の
奉
仕
者
た
る
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
非
行
の
あ
っ
た

場
合

（

条
１
項
１
）
な

」

29

ど
の
適
用
が
考
え
ら
れ
ま

す
。小

佐
田
前
副
知
事
の
行

っ
た
行
為
は
、
木
村
前
知

事
の
私
費
と
は
い
え
、
談

合
に
絡
ん
だ
収
賄
金
の
授

受
を
行
い
、
そ
の
金
で
地

方
新
聞
の
批
判
記
事
を
押

さ
え
る
行
為
を
行
い
、
裏

交
際
費
の
管
理
を
秘
書
課

長
に
指
示
し
て
い
た
と
い

う
も
の
で
す
。
当
該
行
為

が
信
用
失
墜
行
為
に
該
当

し
、
全
体
の
奉
仕
者
た
る

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行

に
該
当
す
る
こ
と
は
明
白

で
す
。
ま
た
、
社
会
的
影

響
は
甚
大
で
あ
っ
た
の
で

あ
り
副
知
事
と
い
う
要
職

に
あ
る
も
の
が
行
っ
た
と

い
う
点
で
も
情
が
重
く
懲

戒
処
分
と
し
て
、
懲
戒
解

雇
に
相
当
す
る
と
し
て
も

県
民
は
当
然
と
考
え

る
で
し
ょ
う
。

仁
坂
知
事
の
対
応

に
県
民
が
怒
る
の

も
当
然

仁
坂
知
事
が
、
在
任
中

の
小
佐
田
前
副
知
事
か
ら

１
０
０
０
万
円
の
授
受
に

か
か
わ
っ
た
と
の
報
告
受

け
て
い
な
が
ら
同
氏
の
退

職
届
け
を
受
理
し
、
退
職

金
を
支
払
い
、
花
束
で
送

り
出
し
た
こ
と
に
県
民
が

納
得
が
い
か
な
い
の
は
も

っ
と
も
で
す
。

ま
た

仁
坂
知
事
が

木

、

「

村
さ
ん
の
私
的
な
活
動
。

公
金
が
動
い
た
わ
け
で
も

」

な
い
の
で
ば
か
ば
か
し
い

、

と
切
り
捨
て
た
と
言
う
が

認
識
不
足
も
著
し
く
県
民

が
怒
る
の
も
当
然
と
い
え

ま
す
。

こ
の
問
題
に
消
極
的
な

仁
坂
知
事
。
退
職
し
た
職

員
に
懲
戒
処
分
で
き
な
い

こ
と
を
よ
も
や
知
ら
な
い

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
こ
に
積
極
的
に
な
れ
な

い
理
由
が
あ
る
と
読
み
取

れ
ま
す
。
う
が
っ
て
考
え

れ
ば
、
退
職
届
け
を
受
理

す
る
際
、
小
佐
田
前
副
知

事
に
責
任
を
問
う
こ
と
は

し
な
い
と
言
っ
て
い
る
疑

い
す
ら
あ
り
ま
す
。

退
職
届
け
を
不
問

の
ま
ま
受
理
し
た

仁
坂
知
事
の
責
任

は
重
い

い
ず
れ
に
し
て
も
、
退

職
届
け
を
不
問
の
ま
ま
受

理
し
た
仁
坂
知
事
の
責
任

は
重
く
許
さ
れ
な
い
と
い

う
べ
き
で
す
。

県
官
製
談
合
・
汚
職
事
件
を
検
証
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年
２
０
０
〜

３
０
０
万
円

を
提
供

井
山
被
告
人
は
、
木
村

前
知
事
と
水
谷
被
告
人
と

で
共
謀
の
上
、
Ｉ
Ｔ
総
合

セ
ン
タ
ー
の
設
計
と
建
築

及
び
、
地
蔵
ト
ン
ネ
ル
工

事
で
談
合
受
注
さ
せ
、
受

注
謝
礼
金
と
し
て
計
７
５

０
０
万
円
を
得
る
な
ど
の

便
宜
を
図
っ
て
も
ら
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
謝

礼
と
し
て
、
水
谷
被
告
人

ら
を
介
し
て
木
村
前
知
事

に
対
し
、

年
か
ら
同

01

03

年
に
か
け
て
毎
年
２
０
０

〜
３
０
０
万
円
の
現
金
を

供
与
し
た
。

こ
れ
ら
の
現
金
は

小
佐
田
前
副
知
事

が
秘
書
課
長
に

管
理
さ
せ
て
い
た

こ
れ
ら
の
現
金
は
、
小

佐
田
前
副
知
事
が
秘
書
課

長
に
管
理
さ
せ
て
い
た
も

の
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
私

。

的
な
経
費
に
使
途
さ
れ
た

そ
し
て
、

年

月
の

04

8

知
事
選
挙
を
控
え
た
４
、

、

、

５
月
頃

木
村
前
知
事
は

、

小
佐
田
前
副
知
事
に
対
し

自
己
を
批
判
す
る
地
方
新

聞
の
記
事
掲
載
を
や
め
さ

せ
る
よ
う
指
示
し
た
が
、

小
佐
田
前
副
知
事
が
、
発

行
者
に
金
を
支
払
わ
な
い

と
や
め
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
答
え
た
こ
と
か

ら
井
山
被
告
人
に
相
談
。

井
山
被
告
人
は

年
４
、
５
月
頃

04１
０
０
０
万
円
を

手
提
げ
袋
に
入
れ

て
公
室
長
室
へ

井
山
被
告
人
は
、
今
後

の
便
宜
も
期
待
し
て
木
村

前
知
事
に
「
分
か
っ
た
。

何
と
か
す
る

」
な
ど
と
答

。

え
、
１
０
０
０
万
円
を
手

提
げ
袋
に
入
れ
て
持
参
。

県
公
室
長
室
で
井
山
被

告
人
は
、
小
佐
田
前
副
知

、

、

事

水
谷
被
告
人
に
対
し

「
こ
れ
、
知
事
の
た
め
に

使
っ
て
く
れ
た
ら
え
え
か

ら
、
知
事
に
は
言
っ
て
あ

る
か
ら

」
な
ど
と
言
っ
て
、

。

手
提
げ
袋
の
現
金
１
０
０

０
万
円
を
応
接
室
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
置
い
た
。

そ
の
現
金
を
小
佐

田
前
副
知
事
が
自

己
の
執
務
机
の
引

き
出
し
に
い
れ
て

保
管

廊
下
で
分
か
れ
る
際
、

井
山
被
告
人
か
ら
「
帯
封

は
ち
ゃ
ん
と
外
し
と
い
て

や

」
な
ど
と
言
わ
れ
た
水

。
谷
被
告
人
は
、
小
佐
田
前

副
知
事
と
共
に
、
帯
封
を

破
っ
て
輪
ゴ
ム
に
付
け
替

え
た
。
そ
れ
を
小
佐
田
前

副
知
事
が
、
自
己
の
執
務

机
の
鍵
の
か
か
る
引
き
出

し
に
い
れ
て
保
管
し
た
。

小
佐
田
前
副
知
事

は

木

村

前

知

事

に

「
井
山
被
告

、
人
か
ら
１
０
０
０

万
円
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で

」
。

と
報
告

小
佐
田
前
副
知
事
は
、

信
用
失
墜
行
為
で
あ
り
懲
戒
相
当
と
思
料

賄賂･裏金に関与明白の
小佐田元副知事

３
月
８
日
に
行
わ
れ
た
初
公
判
で
、
県
官
製
談
合
・
汚
職
事
件
に
関
与
し
た
木
村

前
知
事
以
外
の
元
県
出
納
帳
の
水
谷
聡
明
被
告
人
、
ゴ
ル
フ
場
経
営
会
社
元
社
長

の
井
山
義
一
被
告
人
ら
６
被
告
人
は
、
い
ず
れ
も
起
訴
事
実
を
認
め
ま
し
た
。

検
察
側
が
明
ら
か
に
し
た
知
事
公
室
長
だ
っ
た
小
佐
田
前
副
知
事
、
公
室
幹
部

ら
が
賄
賂
の
授
受
、
管
理
へ
の
関
与
の
報
道
を
受
け
て
、
当
会
に
、
「
小
佐
田
前
副
知

事
に
退
職
金
を
支
払
っ
た
の
は
お
か
し
い
」
「
仁
坂
知
事
は
何
も
し
な
い
の
か
」
、
と

い
う
怒
り
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
察
が
冒
頭
陳
述
で
明
ら
か
に
し
た
贈
賄

と
裏
交
際
費
の
内
容
に
つ
い
て
探
っ
て
み
ま
し
た
。
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都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
情

報
公
開
度
の
順
位
は
、
６

公
開
対
象
情
報
と
制
度
運

用
の
総
合
得
点
１
１
５
ポ

イ
ン
ト
で
評
価
。
当
県
の

得
点
は

ポ
イ
ン
ト
で
順

36

位
が

位
で
し
た
。

36
６
公
開
対
象
情
報
の
内

容
と
得
点
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

①
ｗ
ｅ
ｂ
上
に
公
表
さ

れ
て
い
る
知
事
交
際
費
の

相
手
方
情
報
が
対
象
で
、

県
は
、
木
村
前
知
事
の
逮

捕
後
、
そ
れ
ま
で
ｗ
ｅ
ｂ

上
で
公
表
し
て
い
た
情
報

を
削
除
し
た
た
め
、
評
価

時
点
で
は
公
表
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
結
果
で
あ
っ

た
た
め
に

ポ
イ
ン
ト
中

10

０
ポ
イ
ン
ト
、
②
本
庁
課

長
級
以
上
の
再
就
職
情
報

が
把
握
さ
れ
て
い
る
か
が

対
象
で
、
外
郭
団
体
や
公

益
法
人
へ
の
再
就
職
情
報

、

は
把
握
し
て
い
る
も
の
の

民
間
団
体
へ
の
再
就
職
情

報
を
把
握
し
て
い
な
い
レ

ベ
ル
で
あ
る
と
し
て

ポ
24

イ
ン
ト
中

ポ
イ
ン
ト
、

12

③
本
庁
舎
清
掃
業
務
委
託

の
入
札
予
定
価
格
情
報
が

公
表
さ
れ
て
い
る
か
な
ど

が
対
象
で
、
入
札
後
に
情

報
公
開
請
求
が
あ
れ
ば
予

定
価
格
を
公
表
す
る
レ
ベ

ル
で
あ
る
と
し
て
、

ポ
10

イ
ン
ト
中
６
ポ
イ
ン
ト
、

④
県
議
の
政
務
調
査
費
の

報
告
に
関
す
る
情
報
が
対

象
で
、
一
定
の
５
万
円
以

上
の
支
出
に
つ
い
て
領
収

証
を
添
付
し
て
い
る
も
の

の
、
科
目
内
訳
金
額
の
記

、

、

載
は
な
く

活
動
の
成
果

活
動
内
容
の
記
載
が
な
く

か
つ
、
視
察
報
告
も
な
い

レ
ベ
ル
で
あ
る
と
し
て
、

ポ
イ
ン
ト
中
４
ポ
イ
ン

30ト
の
配
点
で
し
た
、
⑤
県

議
会
常
任
委
員
会
の
傍
聴

で
き

る
か
、
議
事
録
が

上
に
公
表
さ
れ
て
い

w
ebる

か
対
象
で
、

常
任
委
員

会
が
直
接
傍
聴
で
き
る
も

の
の
、
傍
聴
者
へ
の
配
布

資
料
も
な
く
、
ｗ
ｅ
ｂ
上

に
議
事
録
が
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
と

し
て

ポ
イ
ン
ト
中
６
ポ

20

イ
ン
ト
、
⑥
捜
査
報
償
費

の
支
出
内
容
の
情
報
が
対

象
で
、
月
ご
と
の
支
出
額

が
わ
か
る
も
の
の
、
領
収

証
が
開
示
さ
れ
ず
、
摘
要

も
わ
か
ら
な
い
レ
ベ
ル
で

あ
る
と
し
て
、

ポ
イ
ン

15

ト
中
２
ポ
イ
ン
ト
、
⑦
制

度
運
用
は
、
請
求
者
の
範

囲
が
対
象
で
、
何
人
も
情

報
公
開
請
求
が
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
６
ポ
イ
ン
ト

中
６
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

今
回
の
大
幅
下
落
は
、

議
会
関
係
の
公
開
度
が
低

レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
が
主

要
な
原
因
で
す
が
、
木
村

前
知
事
が
公
表
し
て
い
た

交
際
費
情
報
を
削
除
し
た

ま
ま
の
仁
坂
知
事
の
判
断

も
影
響
し
て
い
ま
す
。

和
歌
山
市
は
、
１
０
０

ポ
イ
ン
ト
中

ポ
イ
ン
ト

23

で
し
た
。
任
意
参
加
市
レ

ベ
ル
で
は
参
加
数
が
少
な

く
順
位
付
け
は
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
都
道
府
県
に
置

き
換
え
て
み
る
と

位
で

44

す
。
透
明
度
が
伸
び
な
い

原
因
は
、
政
務
調
査
費
の

ポ
イ
ン
ト
中
１
ポ
イ
ン

30ト
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
市
長
部
局
で
も

。

総
じ
て
低
レ
ベ
ル
で
し
た

市
長
は
、
情
報
公
開
に
背

を
向
け
て
い
る
と
こ
れ
ま

で
も
批
判
し
て
き
ま
し
た

が
、
ま
す
ま
す
後
退
す
る

傾
向
か
ら
す
る
と
、
情
報

の
透
明
化
に
対
す
る
意
欲

が
ま
っ
た
く
欠
如
し
て
お

り
、
努
力
も
し
て
い
な
い

と
批
判
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

県
議
会
関
係
の
低
レ
ベ
ル
が
主
要
因

木
村
前
知
事
交
際
費
ｗ
ｅ
ｂ
情
報
削
除
も
悪
影
響

第１１回全国情報公開度ランキング

県３６位と昨年の５位から急落
第

回
全
国
情
報
公
開
度
ラ
ン
キ
ン
グ
が
３
月

11

16

日
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
県
は
、

都
道
府
県
中

47

36

位
と
、
昨
年
の
５
位
か
ら
大
幅
に
下
落
し
ま
し
た
。

任
意
で
今
年
も
参
加
し
た
和
歌
山
市
は
、
順
位
づ
け

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
低
レ
ベ
ル
で
し
た
。

和

歌

山

市

も

低

レ

ベ

ル
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去
年
は
知
事
を
巻
き
込
ん

だ
、
と
い
う
よ
り
知
事
が
主

導
し
た
談
合
事
件
が
相
次
い

で
明
る
み
に
出
て
、
福
島
、

和
歌
山
、
宮
崎
と
続
い
た
。

こ
れ
で
終
わ
る
か
。
私
は
そ

う
と
は
思
え
な
い
。
こ
れ
ら

の
ほ
か
に
も
同
じ
よ
う
な
政

治
風
土
の
地
方
自
治
体
が
あ

る
限
り
、
取
締
当
局
の
腹
一

つ
で
ま
だ
ま
だ
種
の
尽
き
る

こ
と
は
あ
る
ま
い
と
想
像
す

る
。か

つ
て
私
が
奉
職
し
た
和

歌
山
県
の
場
合
、
三
代
続
い

た
県
職
員
出
身
知
事
の
も

と
、
一
切
の
批
判
勢
力
を
排

除
し
て
築
き
上
げ
た
一
大
保

守
・
自
民
党
王
国
で
、
県
職

員
組
合
や
建
設
業
者
と
の
選

挙
を
め
ぐ
る
ギ
ブ
・
ア
ン
ド

・
テ
イ
ク
の
関
係
は
、
輸
入

知
事
で
あ
る
木
村
前
知
事
に

あ
っ
て
も
例
外
で
は
な
く
、

改
革
の
看
板
を
掲
げ
て
期
待

を
抱
か
せ
な
が
ら
、
裏
面
で

は
旧
態
依
然
の
ギ
ブ
・
ア
ン

ド
・
テ
イ
ク
関
係
を
温
存
し

て
臆
面
も
な
く
談
合
を
主
導

し
、
表
の
顔
と
似
て
も
非
な

る
裏
の
顔
を
秘
め
て
い
た
の

で
あ
る
。

事
件
の
発
端
は
遠
く
木
村

前
知
事
が
大
阪
府
副
知
事
時

代
に
、
ゴ
ル
フ
場
経
営
会
社

元
代
表
の
井
山
義
一
容
疑
者

と
結
ん
だ
親
交
に
あ
る
。
２

０
０
０
年
の
知
事
選
挙
に
、

数
名
の
自
民
党
有
力
国
会
議

員
が
、
四
代
目
に
当
た
る
県

職
員
出
身
候
補
者
を
退
け
、

県
民
が
二
つ
に
割
れ
て
争
う

の
は
好
ま
し
く
な
い
な
ど

と
、
民
主
主
義
に
反
す
る
理

屈
を
こ
ね
て
自
民
党
知
事
候

補
を
木
村
氏
に
決
め
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。
そ
れ
は
今

か
ら
思
う
と
、
井
山
容
疑
者

の
国
会
議
員
に
対
す
る
働
き

か
け
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の

と
き
金
が
渡
っ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

か
く
て
木
村
知
事
が
誕
生

し
た
が
、
改
革
派
知
事
と
持

ち
上
げ
ら
れ
な
が
ら
も
、
裏

面
で
は
県
政
は
そ
れ
ま
で
通

り
乱
脈
を
極
め
、
木
村
前
知

事
は
前
出
納
帳
水
谷
聡
明
被

疑
者
を
介
し
て
井
山
容
疑
者

と
の
腐
れ
縁
を
深
め
、
談
合
、

贈
賄
、
裏
金
な
ど
、
悪
の
限

り
を
尽
く
し
た
犯
罪
の
実
態

は
、
連
日
大
々
的
に
報
道
さ

れ
た
通
り
で
あ
る
。
県
民
不

在
の
保
守
王
国
な
ら
ば
こ
そ

や
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間

県
民
は
、
一
切
の
批
判
を
封

じ
ら
れ
て
改
革
派
知
事
の
看

板
に
だ
ま
さ
れ
な
が
ら
、
当

然
享
受
す
る
べ
き
は
ず
の
生

活
上
、
福
祉
上
の
利
益
幸
福

を
損
な
わ
れ
続
け
た
の
で
あ

っ
た
。
和
歌
山
県
民
は
今
こ

そ
、
お
上
任
せ
の
政
治
的
無

関
心
が
ど
れ
ほ
ど
の
不
幸
を

も
た
ら
す
も
の
か
得
心
が
行

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

談
合
事
件
で
知
事
が
逮
捕

さ
れ
た
あ
と
の
和
歌
山
県
知

事
選
で
、
和
歌
山
民
主
党
は

候
補
者
擁
立
を
見
送
り
、
不

戦
敗
と
い
う
み
じ
め
な
党
の

実
態
を
さ
ら
け
出
し
て
し
ま

っ
た
。
民
主
党
は
い
ま
や
保

守
党
の
一
つ
に
数
え
上
げ
ら

れ
る
か
ら
、
和
歌
山
県
は
保

守
王
国
と
い
う
よ
り
自
民
党

王
国
と
い
う
ほ
う
が
正
確
で

あ
る
。

そ
の
自
民
党
王
国
で
の
、

自
民
党
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ

た
前
知
事
の
逮
捕
は
、
戦
後

一
貫
し
て
任
せ
て
き
た
自
民

党
県
政
に
対
す
る
深
い
反
省

と
、
こ
れ
ま
で
の
県
政
を
一

新
す
る
覚
悟
で
臨
む
べ
き
重

大
な
知
事
選
を
、
民
主
党
は

や
す
や
す
と
棒
に
振
っ
た
の

で
あ
る
。

県
政
一
新
を
賭
け
た
知
事

選
は
、
こ
れ
ま
で
気
息
え
ん

え
ん
と
し
て
い
た
和
歌
山
民

主
党
復
活
の
又
と
な
い
機
会

で
あ
っ
た
。
自
民
党
県
政
に

拮
抗
で
き
る
党
建
設
の
き
っ

か
け
に
す
る
べ
き
だ
っ
た
。

幸
い
名
乗
り
出
た
串
本
町
議

の
志
を
壮
と
し
て
、
全
力
を

あ
げ
て
支
援
し
、
和
歌
山
県

民
の
期
待
に
応
え
る
と
と
も

に
、
和
歌
山
民
主
党
自
身
飛

躍
の
ス
テ
ッ
プ
に
す
る
べ
き

だ
っ
た
。
始
め
か
ら
勝
つ
と

決
ま
っ
た
候
補
者
な
ど
ど
こ

に
も
な
い
。

そ
の
又
と
な
い
機
会
を
生

か
せ
な
か
っ
た
の
は
、
自
民

党
王
国
の
風
圧
の
厳
し
さ
、

そ
の
身
動
き
も
で
き
も
で
き

な
い
ほ
ど
の
強
烈
さ
に
手
も

足
も
で
な
か
つ
た
の
だ
ろ

う
。そ

ん
な
民
党
王
国
だ
か

ら
、
知
事
は
裸
の
王
様
に
さ

れ
て
し
ま
っ
て
も
気
が
つ
か

な
い
。
議
会
も
職
員
組
合
も

マ
ス
コ
ミ
も
、
一
切
の
批
判

機
能
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
麻

痺
し
て
し
ま
う
の
が
王
国
の

王
国
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

そ
の
王
国
の
最
高
権
力
者
で

あ
る
知
事
は
、
何
で
も
ハ
イ

ハ
イ
と
聞
き
届
け
ら
れ
何
で

も
ス
イ
ス
イ
と
通
っ
て
ゆ

く
。
す
べ
て
の
他
人
が
た
だ

自
分
の
命
令
を
聞
く
た
め
に

あ
り
、
言
え
ば
通
る
と
考
え

る
。
そ
の
権
力
の
源
は
選
挙

に
あ
る
の
だ
か
ら
、
選
挙
に

勝
つ
た
め
に
は
何
で
も
あ
り

き
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
反
面
で
、
そ
ん
な
知

事
を
い
た
だ
い
た
県
民
市
民

は
、
収
め
た
税
金
に
見
合
っ

た
、
享
受
す
る
べ
き
は
ず
の

利
益
や
福
祉
を
奪
わ
れ
、
不

満
足
な
県
民
生
活
市
民
生
活

に
甘
ん
じ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

知

事

逮

捕

に

思

う

田

端

宣

貞
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全
国
情
報
公
開
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
岩
手

県
、
宮
城
県
、
長
野
県
、
鳥
取
県
と
い
っ
た
毎

回
ベ
ス
ト
５
に
入
る
上
位
常
連
県
は
、
知
事

部
局
の
情
報
公
開
度
だ
け
で
な
く
議
会
の
公

開
度
も
高
い
が
、
こ
れ
は
、知
事
が
議
会
と
緊

張
関
係
を
た
も
つ
こ
と
が
出
発
点
と
な
っ
て

い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

当
県
は
、
政
務
調
査
費
情
報
を
は
じ
め
議

会
関
係
の
透
明
度
が
極
め
て
低
い
状
態
に
あ

り
ま
す
が
、
さ
き
の
指
摘
か
ら
す
る
と
、当
県

で
は
、
知
事
と
議
会
の
緊
張
関
係
が
保
た
れ

て
い
な
い
結
果
と
い
え
ま
す
。

そ
し
て
、
知
事
と
議
会
の
緊
張
関
係
の
な

さ
が
、
結
果
的
に
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
麻

痺
さ
せ
、今
回
の
官
製
談
合
・汚
職
事
件
を
防

止
で
き
な
か
っ
た
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

仁
坂
知
事
は
、
今
後
の
談
合
防
止
策
を
一

定
講
じ
て
い
ま
す
が
、
談
合
・不
正
防
止
策
と

し
て
も
、
知
事
と
議
会
の
緊
張
関
係
を
高
め

る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
知
事
と
し
て
は
、
少
な

く
と
も
政
務
調
査
費
の
使
途
を
証
す
る
領
収

証
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
、
政
務
調
査
費
の
決

算
、
予
算
を
承
認
す
る
こ
と
で
す
。
議
員
と
し

て
も
、
今
回
の
談
合
等
の
不
正
を
チ
ェ
ッ
ク
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、自
ら
政
務
調

査
費
の
使
途
を
示
す
領
収
証
を
公
開
す
べ
き

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
議
員

が
、
自
ら
の
政
務
調
査
費
の
使
途
が
清
廉
潔

癖
な
こ
と
を
県
民
に
示
さ
れ
な
い
よ
う
で

は
、知
事
が
行
う
こ
と
を
真
に
き
び
し
く
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る
は
ず
も
な
い
と
い
え
る
か
ら
で

す
。従

っ
て
、
談
合
・不
正
防
止
の
観
点
か
ら
も
、

知
事
と
議
会
の
緊
張
関
係
を
高
め
、
県
議
会

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め
る
改
革
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
一
歩
が
、
知
事
サ
イ
ド
か
ら
い
う

と
、
政
務
調
査
費
の
使
途
を
証
す
る
領
収
証

の
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
り
、議
員
か
ら
す
る
と
、そ
れ

ら
を
県
民
に
公
開
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。
県
民
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う
な
改

革
を
是
非
求
め
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

県
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
高
め
る
改
革
必
要

ま
ず
政
務
調
査
費
の
領
収
証
の
公
開
か
ら

８８.９ＦＭマザーシップに FM

事務局長が出演しています。

インターネットテレビ

にも

http://www.fm889.net/

一
昨
年
の

月
こ
ろ
か
ら
月
１
回

10

メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
で
出
演
し
て
お
り
現

在
も
続
い
て
い
ま
す
。
出
演
日
時

は
、
毎
月
第
３
金
曜
日
の
午
後
２
時

か
ら
と
、
午
後
７
時
か
ら
の
２
回
で

す
。
ま
た
、
収
録
を
、
第
３
金
曜
日

の
あ
る
火
曜
日
の
午
後
７
時
頃
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
で
生
放
送
し
て
い
ま

す
。
タ
イ
ト
ル
は
「
元
気
な
街
づ
く

り
」
で
す
。
い
つ
も
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に

関
連
す
る
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て

話
し
て
い
ま
す
。
気
が
向
い
た
ら
聞

い
て
や
っ
て
下
さ
い
。
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こ
の
公
開
質
問
は
、
公

金
で
あ
る
政
務
調
査
費
の

支
出
報
告
書
に
支
出
内
容

を
証
す
る
領
収
書
の
写
し

の
提
出
義
務
が
一
切
な
い

「

」
、「

」
、

事
務
所
費

事
務
費

「
人
件
費
」
の
支
出
に
お

い
て
、
妥
当
性
に
欠
け
る

支
出
の
疑
い
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成

年
度
〜

15

17
、

年
度
の
３
年
間
を
対
象
に

事
務
所
の
設
置
場
所
や
賃

借
料
が
発
生
し
て
い
る
か

を
質
問
し
、
そ
れ
ら
の
支

、

出
を
証
す
る
証
拠
書
類
と

会
計
帳
簿
の
写
し
の
公
開

を
前
提
に
提
供
を
求
め
ま

。

、

し
た

こ
の
取
り
組
み
は

各
県
議
の
証
拠
書
類
の
開

示
に
対
す
る
姿
勢
と
、
そ

の
支
出
の
妥
当
性
の
チ
ェ

ッ
ク
を
目
的
に
行
っ
た
も

の
で
す
。

日
現
在
、
回
答
の
あ

14
っ
た
県
議
（
順
不
同
、
以

下
同
じ

。
）

・

村
岡

キ
ミ
子
氏

・

藤
井

健
太
郎
氏

・

松
阪

英
樹
氏

・

雑
賀

光
夫
氏

・

原

日
出
夫
氏

・

玉
置

公
良
氏

・

尾
崎

太
郎
氏

・

野
見
山

海
氏

・

木
下

善
之
氏
（
元

職
）

支
出
を
証
す
る
証
拠
書

類
の
写
し
の
提
供
が
あ
っ

た
県
議

・

村
岡

キ
ミ
子
氏

・

藤
井

健
太
郎
氏

・

松
阪

英
樹
氏

・

雑
賀

光
夫
氏

（
原
、
玉
置
、
野
見
山

の
３
氏
は
、
支
出
を
証

す
る
証
拠
書
類
の
写
し

を
提
供
す
る
と
の
回
答

で
し
た
が
、
同
封
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
木
下
元
県
議

は
、
証
拠
書
類
や
次
に

述
べ
る
会
計
帳
簿
等
は

焼
却
し
た
と
い
う

）
。

会
計
帳
簿
の
写
し
の
提

供
が
あ
っ
た
県
議

・

村
岡

キ
ミ
子
氏

・

藤
井

健
太
郎
氏

・

松
阪

英
樹
氏

・

雑
賀

光
夫
氏

以
上
の
と
お
り
送
付
し

た

人
の
現
・
元
県
議
の

46
内
、
何
ら
か
の
回
答
が
あ

っ
た
の
は
９
人
で
あ
り
、

現
職

人
、
元
議
３
人
計

34
人
か
ら
は
一
切
の
回
答

37が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
定
の
支
出
に
、
妥
当

性
に
欠
け
る
疑
い
が
あ
っ

た
か
ら
説
明
を
求
め
た
の

で
す
が
、
説
明
す
る
気
が

な
い
の
で
し
ょ
う
か
、
非

常
に
残
念
で
す
。

議
員
は
、
執
行
機
関
に

よ
る
公
金
の
使
途
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
立
場
に
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
高
い
清
廉

性
と
潔
癖
性
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
政
務
調
査
費
の
支

出
に
際
し
て
も
、
裏
付
け

や
根
拠
の
な
い
支
出
は
も

と
よ
り
、
県
民
か
ら
使
途

に
つ
い
て
疑
惑
を
抱
か
れ

る
よ
う
な
支
出
さ
え
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
す

が
、
遠
い
存
在
に
感
じ
ま

す
。
自
身
の
公
金
の
使
途

も
オ
ー
プ
ン
に
で
き
な
よ

う
で
は
執
行
機
関
の
公
金

使
途
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

る
は
ず
も
な
く
、
官
製
談

合
や
汚
職
が
防
止
で
き
な

か
っ
た
一
因
が
こ
の
姿
勢

に
も
あ
る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
回

答
状
況
か
ら
、
妥
当
性
に

欠
け
る
支
出
が
含
ま
れ
て

い
る
疑
い
や
、
３
年
間
の

保
存
義
務
が
あ
る
証
拠
書

類
等
が
保
管
さ
れ
て
い
な

い
あ
る
い
は
、
会
計
帳
簿

が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
な

ど
の
疑
い
が
よ
り
強
ま
っ

た
と
い
え
ま
す
。

な
お
、
証
拠
書
類
の
写

し
を
提
供
す
る
と
し
て
き

た
原
、
玉
置
、
野
見
山
の

３
氏
に
、
写
し
の
送
付
を

。

求
め
る
通
知
を
し
ま
し
た

今
後
は
、
監
査
請
求
も

視
野
に
追
及
す
る
こ
と
を

検
討
し
ま
す
。

事務所費,事務費,人件費の使途調査

公開質問への回答46人中９人
当
会
が
、

月

日
に
、
現
県
議

人
と
元
県
議
４
人
の
計

人
に
対
し
、

2

21

42

46

「
政
務
調
査
費
で
支
出
さ
れ
る
『
事
務
所
費
』
、
『
事
務
費
』
、
『
人
件
費
』
の
支
出

に
関
す
る
公
開
質
問
」
と
題
す
る
公
開
質
問
状
を
郵
送
し
、
そ
の
使
途
や
使
途
を

証
す
る
領
収
書
と
会
計
帳
簿
の
写
し
の
提
供
を
求
め
ま
し
た
。
回
答
期
限
後
、
報

道
関
係
者
に
は
、
回
答
者
７
人
と
公
表
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
２
人
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
回
答
状
況
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県

議･

政

務

調

査

費

問

題
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当面の予定

３月２０日 ４ ００～PM :
ニュース発送作業

３月２２日

市教委開示：不正流用金の調査資料

３ ６ ００～月２８日 PM :
第６回全員会議

４ ４ ００～月２０日 PM :
編集会議

４ ６ ００～月２５日 PM :
総 会

５ ６ ００～月１４日 PM :
ニュース発送作業日

５ ６ ００～月２３日 PM :
第１回全員会議

次回会員会議の

ご 案 内
日 時 ３月２８日(水)午後６時～

場 所 和歌山市勤労者総合センター

（和歌山市役所西隣

）TEL 073-433-1800

こぞってご参加下さい

第１１回定期総会のご案内
次の日程で、第１１回定期総会をおこないますので、

是非、お越し下さい。報告は、県の談合・汚職事件を中

心にいたします。

日 時 ４月２５日ＰＭ６時～

場 所 和歌山市勤労者総合センター

TEL 073-433-1800




